
 

 

規

則 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 平

成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
の
下
に
「
、
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」
を
加
え
る
。 

第
九
条
第
一
項
中
「
、
ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹
」
及
び
「
、
先
端
産
業
幹
」
を
削
る
。 

 

第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
の
下
に
「
、
地
域
包
括
ケ
ア
局
長
」
を
加
え

る
。 

 

別
表
第
一
県
民
生
活
部
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄
中
「
第
三
十
一

条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
第
四
号
中
「
ほ
う
賞
」
を
「
褒
賞
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
一
号
事
務
の
種
類
の
欄

中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
」
に
改
め
、
同
号
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項

の
欄
３
中
「
審
査
請
求 

異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
、
「
裁
決
、
決
定
等
」
を
「
裁
決

等
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
二
号
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第

五
十
一
条
」
を
「
第
六
十
七
条
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
副
知
事
専
決
事
項
の
欄 

及
び
知
事
室
長
、
部
長
及
び
会
計
管
理
者
専
決
事
項
の
欄 

中
「
営
利
企
業
等
へ
の
従
事
」
を
「
営
利
企
業
へ
の
従
事
等
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
情
報
シ
ス
テ
ム
課
の
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
知
事
決
裁

事
項
の
欄
中
「
法
第
三
十
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
情
報
処
理
機
関
に
本
人
確
認

情
報
処
理
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
。
」
を
削
り
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
か
ら
３
ま
で
を
削

り
、
同
欄
４
中
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
四
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
四
項
」
に
、
「
中

止
す
べ
き
」
を
「
中
止
す
る
」
に
、
「
講
ず
べ
き
」
を
「
講
ず
る
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
１

と
し
、
同
欄
５
中
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
五
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
五
項
」
に
改
め
、

同
欄
５
を
同
欄
２
と
し
、
同
欄
６
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
九
第

一
項
」
に
、
「
第
三
十
条
の
四
十
三
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
三
十
条
の
三
十
八
第
二
項
又

は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄
３
と
し
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同

項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

放
送
法
（
昭
和 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

放
送
法
第
百
七
十
四
条
の
規
定
に
基
づ 

 

10 

15 



 

 

      

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
８
を
９
と
し
、

５
か
ら
７
ま
で
を
６
か
ら
８
ま
で
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

５ 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
一
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
に
対
し
、
勧

告
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
一
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
都
市
の
市
長
に
対

し
、
協
議
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
一
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
都
市
の
市
長
に
対

し
、
勧
告
の
求
め
を
し
よ
う
と
す
る
旨
を
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
こ
と
。 

 
 

 

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
一
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

て
、
勧
告
の
求
め
を
取
り
下
げ
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
市
町
村
課
の
項
第
九
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
六
条
第
六

項
」
を
「
第
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
七
条
」

を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、
同
表
土
地
水
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
八

条
第
六
項
（
同
条
第
七
項
」
を
「
第
八
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、
７
か
ら 
ま

で
を
９
か
ら 

ま
で
と
し
、
同
欄
６
中
「 

」
を
「 

」
に
、
「
７
、 

か
ら 

ま
で
及
び 

か

ら 

ま
で
」
を
「
９
、 

か
ら 

ま
で
及
び 

か
ら 

ま
で
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄
８
と
し
、

同
欄
中
５
を
７
と
し
、
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

５ 

地
公
法
第
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
標
準
的
な

職
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
を
受
け
る
こ
と
。 

６ 

地
公
法
第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事
評
価
の
基
準
及
び
方
法
に
関

す
る
事
項
そ
の
他
人
事
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
受
け
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
８
中
「
営
利
企
業
等
へ
の
従

事
」
を
「
営
利
企
業
へ
の
従
事
等
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
）
及
び
」
を

「
）
、
」
に
改
め
、
「
教
育
長
給
与
等
条
例
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
三
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事

項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

二
十
五
年
法
律
第 

 

百
三
十
二
号
）
の 

 
施
行
に
関
す
る
事

務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
、
小
規
模
施
設
特
定
有
線
一
般
放
送
の 

業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。 
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別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
ほ
う
章
」
を
「
褒
章
」
に

改
め
、
同
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
黄
綬
ほ
う
章
」
を
「
黄
綬
褒
章
」
に
、
「
紫
綬
ほ
う
章
」

を
「
紫
綬
褒
章
」
に
、
「
藍
綬
ほ
う
章
」
を
「
藍
綬
褒
章
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

中
「
紅
綬
ほ
う
章
」
を
「
紅
綬
褒
章
」
に
、
「
緑
綬
ほ
う
章
」
を
「
緑
綬
褒
章
」
に
、
「
紺
綬
ほ

う
章
」
を
「
紺
綬
褒
章
」
に
改
め
、
同
表
学
事
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
５
中
「
又
は

異
議
申
立
て
」
及
び
「
又
は
決
定
」
を
削
る
。 

 

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
三

十
二
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」
に
改
め
、
同
表
消
費
生
活
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

「
第
六
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。 

       

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
消
防
防
災
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
埼
玉
県
消

防
職
員
及
び
消
防
団
員
特
別
ほ
う
賞
金
条
例
施
行
規
則
」
を
「
埼
玉
県
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員

特
別
褒
賞
金
条
例
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
「
埼
玉
県
消
防
職
員
及
び

消
防
団
員
特
別
ほ
う
賞
金
条
例
施
行
規
則
」
を
「
埼
玉
県
消
防
職
員
及
び
消
防
団
員
特
別
褒
賞
金

条
例
施
行
規
則
」
に
、
「
特
別
ほ
う
賞
金
の
」
を
「
特
別
褒
賞
金
の
」
に
改
め
、
同
表
化
学
保
安

課
の
項
第
八
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
６
中
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
社
会
福
祉
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

       

九 

農
業
協
同
組
合 

 

法
（
昭
和
二
十
二 

 

年
法
律
第
百
三
十 

 

二
号
）
の
施
行
に 

 

関
す
る
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

農
業
協
同
組
合
法
第
八
十
四
条
第
二
項 

の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
協
同
組
合
の
消 

費
生
活
協
同
組
合
へ
の
組
織
変
更
を
認
可 

す
る
こ
と
。 

 

課 ア ケ 括 包 域 

 

高
齢
者
虐
待
の
防 

止
、
高
齢
者
の
養
護 

者
に
対
す
る
支
援
等 

に
関
す
る
法
律
（
平 

成
十
七
年
法
律
第
百 

二
十
四
号
）
の
施
行 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養 

護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律 

第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
措
置 

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項 

を
公
表
す
る
こ
と
。 

 

 

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
勤
勉
手
当
の 

成
績
率
を
定
め
る
こ
と
。 

 



 

 

   
別
表
第
四
福
祉
部
の
表
地
域
包
括
ケ
ア
課
の
項
を
削
り
、
同
表
少
子
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長

専
決
事
項
の
欄
中 

を 

と
し
、 

か
ら 

ま
で
を 

か
ら 

ま
で
と
し
、 

の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

 

施
行
令
第
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
保
育
士
養
成
施
設
の
指
定
を
取
り
消
す

こ
と
。 

 

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
少
子
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
２
を
削
り
、
３
を
２

と
し
、
４
か
ら
７
ま
で
を
３
か
ら
６
ま
で
と
す
る
。 

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
健
康
長
寿
課
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
法
律
第
百
三
号
」

の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中

「
健
康
増
進
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

     

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
産
業
支
援
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
四
条
第

二
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
勤
労
者
福
祉
課
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号

を
第
四
号
と
し
、
同
表
就
業
支
援
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

        

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

      

三 

青
少
年
の
雇
用 

 

の
促
進
等
に
関
す 

 

る
法
律
（
昭
和
四 

 

十
五
年
法
律
第
九 

 

十
八
号
）
の
施
行 

 

に
関
す
る
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

青
少
年
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法 

律
第
八
条
第
四
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い 

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に 

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
を
述
べ 

る
こ
と
。 

 

１ 

法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
を
指 

 

定
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
機
構
（
法
第
四
十
三
条
第
一 

 

項
の
都
道
府
県
機
構
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
業
務
の
全
部
又
は 

 

一
部
の
休
止
又
は
廃
止
を
許
可
す
る
こ
と
。 

 

１ 

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
旨
の
勧
告
を 

 

す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を 

 

命
ず
る
こ
と
。 

 

地 

に
関
す
る
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

 

16 

17 

13 

15 

14 

16 

12 

13 



 

 

   
 別

表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

            

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
６
中
「
第
十
五
条
の
二

第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
」
に
、
「
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
を
「
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
に
、
「
許
可

す
る
」
を
「
許
可
し
、
又
は
協
議
す
る
」
に
改
め
、
同
欄
７
及
び
８
中
「
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
を
「
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

            

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
か
ら
３
ま
で
を
削
り
、

同
欄
４
中
「
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
を
「
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
１
と
し
、
同
欄

５
を
同
欄
２
と
し
、
同
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。
」

を
削
り
、
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
議
決
」
を
「
決
議
」
に
改
め
、
同
欄
中 

を 

と
し
、 

を 

１ 

法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
機
構
の
業
務
規
程
を
認
可
し
、 

 

又
は
そ
の
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
機
構
の
業
務
に
関
す
る
事
業 

 

計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
認
可
し
、
又
は
そ
の
変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
機
構
に
対
し
、
都
道
府
県
機 

 

構
の
業
務
若
し
く
は
資
産
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、
又
は
職
員
に
、
当
該 

 

機
構
の
事
務
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を 

 

検
査
さ
せ
る
こ
と
。 

４ 

法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、 

 

都
道
府
県
機
構
の
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
。 

 

 

１ 

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地 

 

を
農
地
以
外
の
も
の
と
す
る
こ
と
（
砂
利
採
取
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
許
可
し
、 

 

又
は
協
議
す
る
こ
と
。 

２ 

法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地 

 

若
し
く
は
採
草
放
牧
地
に
係
る
権
利
の
設
定
若
し
く
は
移
転
（
砂
利
採
取
に
係
る
も
の 

 

を
除
く
。
）
を
許
可
し
、
又
は
協
議
す
る
こ
と
。 

３ 

法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地
に
係
る 

 

法
第
四
条
に
基
づ
く
許
可
及
び
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
に
係 

 

る
法
第
五
条
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し
等
を
し
、
又
は
工
事
そ
の
他
の
行
為
の
停
止
若 

 

し
く
は
原
状
回
復
そ
の
他
違
反
を
是
正
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
。 

 

12 

13 

11 

３ 

法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
指
定

を
取
り
消
す
こ
と
。 

 



 

 

 

と
し
、
同
欄 

中
「
若
し
く
は
農
事
組
合
法
人
又
は
中
央
会
」
を
「
又
は
農
事
組
合
法
人
」
に

改
め
、
同
欄 

を
同
欄 

と
し
、
同
欄
中
９
を
削
り
、
８
を 

と
し
、
７
を
９
と
し
、
同
欄
６
中

「
若
し
く
は
農
事
組
合
法
人
又
は
中
央
会
」
を
「
又
は
農
事
組
合
法
人
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同

欄
８
と
し
、
同
欄
５
を
同
欄
６
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

７ 

法
第
七
十
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
資
組
合
の
新
設
分
割
を
認
可
す
る
こ
と
。 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。 

５ 

法
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
七
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
休
眠
組
合
に
対
し
、
事
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
旨
の

届
出
を
す
べ
き
旨
を
公
告
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
十
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第

十
八
条
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

         

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
県
農

業
会
議
等
」
を
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三
条
第
一
項
の
都
道
府
県
機
構
等
」
に

改
め
、
同
表
生
産
振
興
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

           

十
一 

地
域
再
生
法 

 

（
平
成
十
七
年
法 

 

律
第
二
十
四
号
） 

 

の
施
行
に
関
す
る 

 

事
務 

 
 

地
域
再
生
法
第
十
七
条
の
十
五
第
四
項 

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
市
町
村
が
作
成 

す
る
地
域
農
林
水
産
業
振
興
施
設
整
備
計 

画
（
一
の
地
域
農
林
水
産
業
振
興
施
設
の 

用
に
供
す
る
土
地
に
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超 

え
る
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
を
含
む
も
の 

に
限
る
。
）
に
つ
い
て
同
意
す
る
こ
と
。 

 

十
四 

農
産
物
検
査 

 

法
（
昭
和
二
十
六 

 

年
法
律
第
百
四
十 

 

四
号
。
以
下
こ
の 

 

項
に
お
い
て
「
法
」 

 

と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ 

法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職 

員
に
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
表
示
を
除
去
さ
せ
、
若
し
く
は
抹 

消
さ
せ
、
又
は
検
査
証
明
書
の
返
還
を 

求
め
さ
せ
る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基 

 

づ
き
、
登
録
検
査
機
関
に
対
し
、
業
務 

 

規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ 

 

と
。 

３ 

法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、 

  

 

12 

10 
10 

11 

10 



 

 

                         
   

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
村
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄 

中
「
県
農
業
会
議
」

を
「
都
道
府
県
機
構
（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三
条
第
一
項
の
都
道
府
県
機
構
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
欄 

中
「
県
農
業
会
議
」
を
「
都
道
府

県
機
構
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
第
七
条
第

三
項
」
の
下
に
「
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

登
録
検
査
機
関
に
対
し
、
法
第
十
七
条 

第
二
項
各
号
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め 

必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず 

る
こ
と
。 

４ 

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、 

 

登
録
検
査
機
関
に
対
し
、
農
産
物
検
査 

 

を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
業
務
の
方
法
の 

 

改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と 

 

を
命
ず
る
こ
と
。 

５ 

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基 

 

づ
き
、
登
録
検
査
機
関
の
登
録
を
取
り 

 

消
す
こ
と
。 

６ 
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基 

 

づ
き
、
登
録
検
査
機
関
の
登
録
を
取
り 

 

消
し
、
又
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め 

 

て
農
産
物
検
査
の
業
務
の
停
止
を
命
ず 

 

る
こ
と
。 

７ 

法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基 

 

づ
き
、
登
録
検
査
機
関
の
登
録
を
取
り 

 

消
す
こ
と
。 

８ 

法
第
二
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基 

 

づ
き
、
５
か
ら
７
ま
で
に
掲
げ
る
処
分 

を
し
た
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。 

９ 

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基 

づ
き
、
法
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
措 

置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
。 

 

18 

19 



 

 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
四
企
画
財
政

部
の
表
市
町
村
課
の
項
第
十
三
号
及
び
別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
十
号
の
改

正
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

農
業
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
三
号
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
条
に
規
定
す
る
存
続
中
央
会
が
解

散
し
た
場
合
又
は
改
正
法
附
則
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
清
算
結
了
の
登
記
の
時
、
改
正
法
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り

組
織
変
更
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
組
織
変
更
の
効
力
が
生
ず
る
時
ま
で
の
間
は
、
改
正

前
の
別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
業
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
６
、
９
及
び 

の
規
定
（
中
央
会
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 
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